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③
が
け
崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
地

一域
は
東
浦
な
ど
で
す
。

無
線
電
話
で
機
動
性
を
確
立

〔情
報
の
牧
集
〕

小
山
雨
量
や
水
位
を
早
急
に
知
る
た

め
、
雨
量
・
水
位
鯛
測
所
巻
設

け
て
、
そ
の
責
任
者
カ
民
刻
々

桝 気象の予報研

長
川
海
洋
気
象
台
発
表
の
三
カ
月
予
報
は
つ
ぎ
の

一

と
宇
り

で

す

。

一

川
山
本
年
の
栂
雨
は
陽
性
問
で
、
雨
量
は
平
館
よ
り
一

や
や
多
く
、
晴
天
の
F
も
多
い
が
、
特
に
七
月
日

の
初
ゲ
ど
ろ
に
は
極
地
的
に
・
大
雨
が
降
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

例
八
月
に
は
台
風
の
接
近
が
予
組
さ
れ
る
。
台
風

日
六
側
ぐ
ら
い
で
、
そ
ヴ
う
ち
本
土
に
上
睦
す

る
U
，は
三
個
ぐ
ら
い
で
あ
あ
。

状
況
を
通
知
し
て
も
ら
い
ま
す

削
被
害
状
況
枚
集
の
た
め
町
務
連

絡
委
員
、
青
年
団
員
な
ど
に
情

報
係
砂
委
嘱
し
、
消
防
団
員
、

出
相
官
所
長
と
と
も
に
早
急
に
災

害
対
策
本
部
に
情
報
を
通
知
し

て
も
ら
い
ま
す
。

制
調
宿
泊
F
絡
は
一
昨
年
の
水
害
時

の
枕
験
，L
よ
り
、
市
役
所
と
松

原
、
背
瀬
、
三
浦
の
各
出
張
所

γ
災
害
用
無
線
電
話
機
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
各
出
張
所
の
無

線
機
は
災
害
地
ト
h

移
動
し
て
通

信
で
畏
ま
す
。

さ
ら
に
本
部
の
消
防
指
揮
車

(
ジ
!
ブ
)
に
間
無
線
機
を
設

慣
し
て
い
ま
す
の
で
、
災
害
現

tニソ存':':~じ; で

O水道の新鞍工事殺計手数制は五十円
です。 また水道の堵設変更工事手数
料は三十円とな っています (水道課

0机の手入れz 飲みのとしの件手しを布
に漫し、それで時々机や床の間をふ
くようにすると、美 しく艶がでて若
~ξ 。

間
体
、
学
校
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し

表
彰
状
や
感
謝
状
が
協
会
か
ら
贈

民
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
と
の
日
の
意
義
を
新
た

に
す
る
た
め
陸
自
大
村
部
隊
の
音

大
村
市
の
花
し
っ
ぱ
い
運
動
は
一会
で
は
六
月
八
日
フ
ラ
ワ
ー
ズ
・
一楽
隊
に
よ
る
h
q

花
い
っ
ぱ
い
の

町
か
ら
村
に
美
し
い
花
壇
や
花
畑
一
セ
ン
タ
ー
を
申
心
に、

盛
上
が
あ

一歌
h
v

や
童
謡
数
曲
が
申
央
公
民
舘

を
作
り
あ
げ
て
か
ら
一
周
年
を
迎
一
地
区
民
の
意
欲
の
成
果
と
な
っ
た

一で
潤
奏
さ
れ
る
ほ
か、

花
い
っ
ぱ

え
ま
レ
た
。
と
の
た
め
、
と
れ
が

一
二
カ
所
の
沌
畑
で
植
相
式
を
挙
行

一い
の
提
唱
者
で
あ
る
西
川
武
治
先

記
念
行
事
と
し
7
さ
ら
に
と
の
運
一
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
生
の
童
話
や
人
形
劇
な
ど
が
予
定

動
や
強
力
に
推
進
す
る
意
味
で
、
一

と
の
ほ
か

一
カ
舘
聞
に
お
け
る

一さ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
市
花
い
「
ば
い
推
進
運
動
協

一花
の
育
成
に
努
力
さ
れ
た
各
職
域

一

(

商
工
水
産
課
)

ト

h
ん
砕
花
い
っ
ぱ
い
運
動

八
日
・
歌
の
設
表
や
植
樹
式

場
へ
急
行
し
で
、
対
策
本
部
へ

一例
そ
の
他
自
衛
隊
に
協
刀
を
依
頼

刻
々
そ
の
状
況
を
知
ら
せ
る
と

一

し
て
重
要
地
点
か

6
の
無
線
通

と
も
に
木
部
の
指
示
も
噌
け
る
一

信
を
行
い
ま
す
。

と
と
が
で
斉
ま
す
。

一

水
防
作
業
に

一
般
の
ど
協
力
を

〔
警
戒
・
出
動
〕

一

急
作
業
灯
ど
に
多
く
の
人
力
を

亨
ず
あ
場
合
に
は
付
近
の
一
般

①
災
害
が
新
生
し
、
ま
た
は
新
生

ホ
民
に
出
動

σ協
力
を
お
願
い

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
消
防

し
て
水
防
乍
業
に
従
事
し
て
も

問
員
、
溜
池
管
理
者
は
そ
の
地

ら
い
ま
す

区
内
存
普
戒
し
、
ホ
急
惜
置
な
一ゆ
消
防
団
か
受
N
N
域
外
ヤ
堤
防

施
し
ま
す
。
郡
川
品
川
域
で
は
水

F
決
駿
、
そ

σ川
柳
救
揮
を
必
要

防
員
か
消
防
相
員
に
協
力
し
ま

と
認
め
た
と
き
は
、
消
防
団
員

す。

一

を
受
持
区
域
U
列
の
帥
蹴
に
応

∞
援
助
な
げ
f
-が
危
阪
と
な
り
、
応

拐
さ
せ
3
1
。

国
税
庁
は
、
六
月

一
日
か
ら
十

長
船
海
洋
気
象
台
か
A
発
表
④
高
糊
注
意
報
:
・台
風
時
に

さ
れ
る
注
意
報
お
よ
び
警
報
高
潮
を
予
掴
さ
れ
る
占
き
。

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
⑤
波
浪
注
意
報
:
・
台
風
、
低

注

意

報

つ
ぎ
の
各
号
の
気
圧
発
生
時
に
波
浪
の
発
生

基
準
以
上
で
災
害
の
起
る
可
移
予
想
さ
れ
る
と
き
。

能
性
が
あ
る
と
認
め
ら

れ

る

警
報

県
下
の
ど
と
か
で

場
合
に
mm
き
れ
ま
す
。
災
害
が
大
き
く
な
る
お
そ
れ

ト
E
Zヨ
、
回
以
‘

.
K一
国
耳
目
以
内
J
E
a
z
宙
貝

注
意
幸
警
季
p
u
租
努

①
犬
雨
注
意
報
:・
全
体
の
雨
が
あ
る
と
き
。

量
か
八
O
Eリ
以
上、

冬
季

ω犬
雨
瞥
報
:
・
一
日
の
雨
量

は
五
0
2リ
以
上
が
予
想
さ
が
こ

O
O
Iリ
以
上
巻
予
想

れ
る
と
き
。

さ
れ
る
と
き
。

②
掻
風
注
意
報
:
・
風
速

一
二
一
∞
暴
風
雨
警
報
・:
台
風
時
風

抗
日
上
、
雨
量
八
0
ミリ

以

速
-
一
五
日
訂
以
上
を
平
相
さ

上
巻
予
翻
さ
れ
る
と
き
。
れ
る
と
き
。
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あ
ぶ
な
い
所
は
早
自
に
避
難

誘

導

は

消

防

団

員

〔
避
難
・
立
退
〕

河
原

・
寿
古
、
大
上
一
戸
川
の
金

丸
橋
側
、
鈴
田
川
の
陰
平
の
四

カ
所
に
水
防
倉
庫

tZ設
置
し
て

お
り
、
倉
庫
に
は
そ
れ
ぞ
れ
カ

マ
ス
、
丸
太
、
な
わ
そ
の
他
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
も
{
貫
情
に
応
じ
た
計
画
を

F

』

恥

い

よ

い

よ
雨
期
が
近
づ
斉
ま
す
が
、
長
崎
海
洋
気
象
台
の
予
報
に
よ
れ
ば
、
と

.
'

川
と
し
の
梅
雨
は
陽
性
型
で
極
地
的
に
す
雨
が
降
り
、
台
風
も
本
土
に
卜
陸
す
る
と

E
l
-

-

ニ
ノ

川

判

じ
て
い
ま
す
。

一

備

…

一

昨
年
の
大
水
害
化
慣
旧
工
事
が
ま
た
宍
成
し
て
い
な
い
現
在
、

P
雨
量
三
百

…
こ
…
・
ミ
リ
以
上
の
降
雨
が
あ
れ
ば
現
在
の
河
川
は
静
擾
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

r

j
川

川

市
と
し
て
は
万
全
の
水
防
川
輝
也
管
講
じ
、
も
し
被
害
が
あ
れ
ば
最
少
限
度
に
と
ど

骨
刻

川

め
る
よ
う
、
関
係
方
面
に
協
力
巻
要
請
し
て
い
ま
す
。

…

雨

一

そ

の

対
策

ωお
も
な
内
容
は
つ
ぎ

ωと
お

り

子

。

1

1

J

な
お
、
五
月
二
十
七
H
瞥
察
、
消
防
団
、
町
務
蹟
絡
委
員
、
溜
池
管
理
者
な
ど

-

P
 

H

4

川
関
係
者
が
あ
つ
ま

つ
で
水
防
対
策
協
議
会
特
開
き
ま
し
た
が
、
地
域
、
町
内
、
公

…

づ

一

民
館
、
各
種
団
体
等
の
会
合
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
地
区
や
実
情
に
応
じ
た
対
策
を

い

早川一

川

話
し
合
い
、
臨
機
応
変
J

処
置
で
き
る
知
舗
を
も
っ
と
と
も
に
、
実
施
計
画
を
た

:

ー

て
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ど
協
刀
巻
得
て
水
も
洩
ら
さ
ぬ
態
勢
在
と
と
の
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
(
消
防
本
部
)

〔
危
険
区
域
〕

特
に
危
険
凶
域
と
し
て
は

①
河
川
の
未
復
旧
、
米
完
成
の
地

域
で
、
と
と
に
大
上
一
戸
川
金
丸

橋
上

・
下
流
地
域

⑦
浸
水
地
域
と
し
て
は
駅
前
付
近

水
同
住
宅
、
杭
出
津
住
宅
、
水

主
町
付
近

ω市
の
災
害
対
策
本
部
で
は
気
象

情
報
、

そ
の
他
の
状
回
を
総
合

し
て
、
も
し
そ
の
地
域
が
危
険

で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は、
-

サ
イ
レ
ン
、

警
鐘
な
ど
の
信
号

に
よ
っ
て
危
険
の
切
迫
、
あ
る

い
は
避
難

・
立
退
き
を
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
主
と
し
て
消
防

団
員
に
避
難

・
立
退
き
を
誘
導

さ
せ
ま
す
。

例
乙
の
場
合
に
は
そ
の
指
導
に
従

っ
て
速
か
に
避
難
・
立
退
い
て

く
だ
さ
い
。
避
難
の
時
期
が
お

く
れ
て
災
害
を
受
げ
た
例
が
多

い
の
で
、
特
に
危
険
な
溜
池
の

下
流
、
危
険
な
河
川
の
流
域
で

は
早
目
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

ω腕
難
し
た
あ
と
は
警
察
や
、
消

防
団
等
が
協
力
し
て
、
そ
の
家

を
よ
く
見
張
っ
て
盗
難
の
予
防

な
ど
に
注
意
し
ま
す
。

小川
mm
難
・
立
退
先
は
付
近
の
学
校

地
区
公
民
舘
、
公
共
建
物
な
ど

で
す
。

意納
見 税
ゃに
苦対
情す
をる

資
材
は
四
力
所

に

備

え

つ

け

〔
水
防
資
材
〕

水
防
対
策
と
し
て
、

郡
川
の
上

ムさ開がど情
四六い設、の相ま
時月 o さ大苦 殺た
ま五 れ村情 所 国
で日 ま 市相 。 税
大 午 ずで殺そ周
村前 のはに開協
商十 で つ応 い 議
(工時 どぎじて 団
税会か 利のて所で
務 輔 ら 用とい得は
制所午 くおま税。
) 後 だりすな苦

日 太
市平
内洋

高著
隊 |掌
のを
?寅招メ的歓村セア
奏 いリにの市ンメ N
会で力 有たはタリ H
を大海名め日 1カ K
行月兵な世米 ・文
い 九障ア 界交 犬 化

のと | 言己「 訂
誤あ Jレ事農 I
りる」中耕 L
にの当一、用 11
つ はり使ト本
き「千用ラ紙
訂十 円料ク 五
正 ア 1はタ月
し 1千.....， -1 -:-1-:-
ま Jレ五一導 H
す当百へ入発
。り内 ク 」勺
L..... 1-ータのの

日
ま
で
h
q

納
税
者
の
声
を
聞
く
旬

間
。
と
し
て
、
納
税
に
対
す
る

一

般
の
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
が、

諌
早
税
務
署
で
は
大
村
市
役
所
と

共
捕
で
つ
ぎ
の
と
お
り
納
問
者
の

声
帯
聞
く
会
を
開
き
ま
す
。
多
数

お
出
向
き
の
う
え
活
発
な
ど
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〈
心
六
月
十
一
日
午
後

一
時
か
ら
申

央
会
民
館

第
十
九
回
料
理
教
室

ム
期
目
、
場
所

六
月
十
二
日
午

後
一
時
三
十
分

t
一
ニ
時
三
十
分

中
央
公
民
舘

ム
献
立
①
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
作

り
方
②
リ
ン
ゴ
ジ
ャ
ム
の
作
り

方

ω初
夏
の
飲
み
物
の
作
り
方

④
そ
の
他

ム
講
師

闘

芸
高
校
石
橋
市
夫
先
一
ま
す
。

生

一

と
の
日
十
二
時
一一一十
分
か
ら
市

ム
当
日
コ
ッ
プ
エ
個
、
広
口
び
ん
一
申
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
午
後

一時

二
本
手
持
参
く
だ
さ
い
。

一
か
ら
一一
.城
小
学
校
々
庭
(
雨
天
の

ム
申
誌
は
六
月
十

一
日
ま
で
実
費
一
際
は
中
央
公
民
舘
)
で
演
奏
し
ま

六
十
円
を
添
え
て
中
央
公
民
舘
一
す
。
演
奏
会
に
は
隣
自
大
村
部
隊

へ
。

(
中
央
公
民
舘
)
一
音
楽
隊
も
参
加
し
て
、
日
米
合
同

一
で
内
外
の
名
曲
を
数
多
ぐ
演
奏
し

一
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
多
数
C
来
聴
く

だ
さ
い

。

(

庶

務

課

)

米海兵隊鼓笛隊

九日、三城小で演奏

芝を花片け にと内て '的うどセに飛 をるた昨 て設
植が隅で O 堪し 外来ぽ万にりン 、、 ，0 迎。乙進行げ
加え植にな ;えて にたい躍なのタぞ各 i え との揮 わ、
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の水い側庭問 わて光推にんがらフ域があ今ロの市が・跡島五いが O
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と心も1"1jぱ はう見庭の t)どうだしいな が に手しなてまと情持 あい 与 な z
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た公とを運:ん とに花場;ぇ 起とと花と f慌の開れしなく人分あ て: 。時るにと
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も ，し、んで をただのわ切飾:6ろすうっ誰 るの の なく み」らの手 。りを 寓そいわ
の :と埋 進! 勺 そ 取 りつ奥う腹お でかな手 ー ろれずと「常に美 、愛 び し 乙 た
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使
い
方
で
は
広
く
な
る

ム
広
告
宥
叡
な
ど
は
無
秩
序
な
掲
一

ム
板
や
空
箱
、
石
土
砂
な
ど
争
時

出
を
し
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
一
上
に
積
み
上
げ
な
い
よ
う
に
い

し
ヒ
う
d

一
た
し
ま
し
ょ
う
。
(
建
設
課
)

橋
脚
の
な
い

大
村
市
で

は
毎
年
商
工

会
議
所
、
観

光
協
会
共
催

で
桜
祭
り
の

一
環
行
事
と

し
て
h
q

桜
。

を
主
材
と
し

た
h
q

市
内
観

光
写
真
の
募

集
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、

本
年
も
市
内

の
人
達
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
県

内
外
の
観
光
客
に
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
二
十
数
点

が
集
り
ま
し
た
の
で
、
審
査
し
た

結
果
、
一
t
三
等
の
入
選
者
が
な

く
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

佳
作
五
点

お

ま

S3
5
3、
s
yミ
?
S
FE長
考
会、き語、

j
35、
主
号
、
‘S
S
S
F
S
?さ
?
ι
9
3

-

が
決
り
ま
し
た
。

一

一|
|

五

月
か
ら
梅
雨
一
ン
ガ
ン
酸
液
で
洗
う
。

一し
て
闘
う
。
な
ど
も
心
得
え
て
い

門
佳
作
〕
林
韓
晴
(
大
村
市
)

一

ら

に

に

入

る
ま
で
の
野

一
以
上
は
応
急
措
置
で
あ
り
、
昭
一

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
と
の
た
一

溝
江
久
雄
二
点

(
間
)
藤
本
寅
雄

ω一
た

提

出

家

族
だ

ん

ら

吾

が

す

ぐ

安

易

産

、
三
一
め
奈

保
健
所
で
は
蛇
毒
血
清
を

一

(

問

)

江

上

尚

(佐
世
保
市
)

改一

れ
蜘
ん
に
絶
好
の
ハ
ィ
一

一
言
。
を
呼
び
、
パ
ト
カ
ー
の

扇

ぇ、

事
故
発
生
に
備
え
て
い
ま

一

目

{

商

工

水

産

課
)

三

ま

て

ク
・
シ
ー
ズ
ン
に
一
応
援
を
お
願
い
し
、

病
院
に
急
送
す
。

(
除

両
長

)

一

新
レ
い
市
議
会
議
員
に
よ
る
初

7
4
4
1
1
:
I
1
:

蜘一

か

置

な
り
ま

z
i
l
-
-
J
111
1
1
111
一の
市
議
会
は
五
月
八
日
議
場
で
開
一

A
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員

巴

叩

拠

諒

慌

が

一

統

計

の

論

文

と

図

表

を

募

集

一封

印

ι十
日
時
間
伝
説
日

一

位
屠
実
、

富

一

郎
、
田
中
要

一

包

品

一

一

一
藤
崎
寛

一、

入
江
政
百

畑

一
以
脱
か
で
恐
し
い
の
は
一
長
崎
県
議
統
計
協
会
で
は
懸

一

第

玩

小
学
校
児
童
H
あ
な
一
な
ど
は
つ
ぎ
の
と
お
り
決
ま
り
ま

す
監
査
委
員

小

西

守

一

と

の

季
節
に
多
い
一
賞
論
文
と
統
計
図
表
全
国
コ
ン
ク
一

た
が
た
の
家
庭
生
活
ま
た
は
学
一
じ
た
。
(
敏
称
略
)

一

何

一

マ

マ

一

マ

ム

シ
で
す
・
一

l
ル
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

校
生
活
柔
す
統
計
図
表

一ム
議

長

森

周
作

一
公

卒

委

員

に

鹿

島

氏

虫

い

が

'
慢
作
業
中
や
こ

懸

賞

論

文

一

第
二
部

中
学
校
生
徒
H
あ
な

一ム
副
議
長

飯
要

太

郎

一

五
月
八
日
開
か
れ
た
市
議
会
五

出

・

4

制

U
U
Lに一
ム
論
題
統
計
か
ら
見
た
長
第

一

U
M
M訪
れ

れ

持

一

A
詩

的

問
官

官

委

員
長
、
一日
間

諮

問

駄

目

白

あ

一

[

か
ま
れ
た
ら
、
ぁ
一
勢
(
市
町
村
明
)
の
現
況

一

を
一手

統

計

図

表

」

マ
総
務
委
員

。

永

尾

五

平
一塁

伴

氏
(
寿
古
郷
七
四
四
)
が

が
一わ
て
ず
つ
ぎ
の
よ
う
な
応
急
処
置
一

A
枚
数
回
百
字
詰
原
稿
用
紙
一一ニ

第
三
部

高

等
学
校
生
徒
H
第一

0
福
井
義
実
、

飯

要
太
郎、

一選
出
さ
れ
ま
し
た
白

(庶
務
課
)

問

一を
と
り
、
最
も
早
い
方
法
で
病
院

一
十
枚
以
内

(付
表
、
付
図
ま
枚
一

一
松
尾
実
、
小
西
守
、
一言

一息
吉一

側

一仁
か
け
つ
け
て
言
い
・

一

数

外

)

』

て

一部
に
同
じ

一
藤
本
三
郎

丁

l

i

l

l

-

いれ

一
マ
ム
シ
か
ら
か
ま

す

締
切
七
月
二
十
日
ま
で
県
統
一

第
四
部

一
般
H
日
本
の
経
済
一マ
教
育
民
生
委
員
。
-
瀬
前
次

一

海

上

保

安

学

校

制一

れ

た

と

き

;

置

一

計
課
へ

一

状
態
の
変
化
を
示
す
統
計
図
表
一

0
安
井
彦
作
、

与

警

、
小
川

一

生

徒

を

募

集

一

一A
資
格
制
限
な
し

一
A
締
切

七
月
二
十
日
ま
で
県
統
一
大
基
、
井
石
ト
キ
、
藤
川
茂、

一

鵬

一
室
を
か
ま
れ
た
時
は
腕
を
紐
一
A
入

選

特
選
一
点
、
入
選
三
点
一

計
課
へ

一
回
申
要

一

海
上
保
安
庁
で
は
同
庁
の
船
舶

刊
す
」
し
答
。

一

佳
作一一
一点
、
県
統
計
協
会
総
裁
一会
人
選

議
室
一
点
、
入
選
一

マ
経
済
委
員

。
藤
崎

寛

二

初
級
職
員
を
養
成
す
る
海
ヒ
保
安

月
一

震
を
か
ま
れ
た
時
は
モ
喜

一

賞
お
よ
び
副
首
援
与

一
三
点
、
佳
作
若
干
点
、
県
統
計
一

O
南
里
幸

一
、
重
久
太
郎
、

一学
校
普
通
科
の
生
徒
を
募
集
レ
て

川

石

で
し
ぼ
る
。

一
ム
発
表
統
計
同
報
(
県
統
計
協
一

協
会
総
裁
賞
お
よ
び
副
裏
与
一
小
浜
初
三
郎
、
川
葉
、

井
田
一い
ま
す
。

港

一
@
か
ま
れ
た
傷
口
を
直
接
口
で

一

会
発
行
)
に
掲
載

一

一
忠
一
、
田
下
保
郎

一ム
受
験
資
格
中
学
校
卒
業
以
上

却

す

駐

日

?

を

ナ
イ
フ
で一

統

計

図

表

i
コ

一ぺ

訂

作

い

と

と

は

県

一

マ
浦

許

諾

む

一

ド

括

れ

れ
ば
軒

七

切
り
開
く
。

一

ン

ク

ー

ル

作

E

ロ

一

統
計
課
ま
た
は
市
庶
務
課
へ
お
一
川
太
郎
、
豊
竹
一
郎
、
大
久
保
勘

一ム
願
書
留

五

月

二

十一
吉

か

⑤
か
ま
れ
た
傷
口
を
薄
い
カ
マ

一ム
資
格
と
課
題

一

た
ず
ね
く
だ
さ
い
(
庶
務
課
)
一
吉
、
大
川
内
甚
て
中
制
比
一隆

一

ら
六
月
十
五
日
ま
で
第
七
管
区

(ニ)

道
路
使
用
は
必
ず
許
可
を

朝
遁
岳
橋
完
工

(第212号)

ち
か
ご
ろ
各
所
に
道
路

ω不
正
一
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た

使
用
が
い
ち
じ
る
し
く
、
こ
の
た
一
が
、
道
路
を
広
く
使
'
つ
よ
う
に
、

め
道
路
の
効
用
を
半
減
し
、
狭
い

A
訟
と
も
つ
ぎ
の
事
項
に
つ
い
て

道
路
を
ま
ず
ま
ず
狭
く
し
て
、
円
一
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

滑
な
交
通
の
流
れ
ぞ
非
常
に
阻
害
一
な
が
、
道
路
を
使
用
す
る
と
き

し

て

い

ま

す

。

一

は

す

べ
て
道
路
管
醐
者

(
市
長
)

と
れ
ら
は
延
い
て
は
交
通
事
故
一
の
許
可
あ
受
け
て
使
っ
て
く
だ
さ

発
生
の
一
素
因
と
も
な
っ
て
い
る
一い。

実

情

で

す

。

一

A
自
動
車
、

自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー

と
の
よ
う
な
不
正
使
用
を
防
止
一
な
ど
を
路
上
に
放
置
し
な
い
ょ

す
る
た
め
長
崎
県
警
察
本
部
の
主
一

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

管
で
五
月
二
十
五
日
か
ら
三
十

二

A
商
品
お
よ
び
同
品
棚
あ
路
上
に

日
ま
で
「
道
路
効
用
強
化
促
進
週
一

突
出
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

間
」
が
実
施
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
一
し
よ
う。

背I
福

義i引揚者国嘩債券を買上げ i

gj申込は 6月5日--12日i
'"二週 = 

交す選 れにでまと還を国立にはび
で る を 買 該、しとす買庫引交引政と
く人希 上当っ たなる上債揚付揖府の
だは 望 償さぎのりと償券者し者でた

事 A ムにい 保 〈さ
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議
長
、
常
任
委
員

な
ど
決
ま
る

〔写真は完工した朝追岳橋〕

とt嬰ミを主材した写真審査
20数点から佳作5名

に
は
ツ
マ
グ
U

ヨ
コ
バ
イ
帯
う
ま

ぐ
防
除
す
る
と
「
で
す
。

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
は
五
月
か
一

五
月
末
に
播
い
た
苗
代
は
非
千
一
ら
親
虫
が
産
卵
し
て
回
っ
て
い
ま
一

し
巷
す
る
時
期
一
L
な

っ

て

い

ま

す

一

す

。

一

の
で
、
必
ず
芽
干
し
を
行
っ
て
根
一
六
月
は
じ
め
か
ら
新
し
い
親
虫
一

の
発
育
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
一
が
苧
ん
ど
ん
出
る
と
思
わ
れ
ま
す
一

芽
平
し
後
は
で
き
る
だ
け
浅
水
一
萎
縮
病
は
苗
代
の
と
き
か
ら
本
一

に
保
ち
、
丈
夫
な
苗
代
に
育
て
る
一
回
の
極
く
は
じ
め
の
間
ま
で
に
十
一

と
ど
が
大
切
で
す
。
一
分
防
除
で
き
た
A
装
縮
病
も
非
常
一

た
ば

ιで
田
植
が
七
月
二
十
日
一
に
少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
一

以
後
に
な
る
よ
う
な
時
は
、

一二

・
一
個
人
で
は
確
実
な
防
除
は
で
き
ま
一

三
革
方
目

当
り
0
・四

t
ま
き
一
せ
ん
の
で
、
苗
代
期
か
ら
共
同
で
一

と
し
、
苗
代
日
数
は
三
十
日
位
の
一
徹
底
的
に
拙
剤
散
布
に
よ
る
防
除
一

若
い
苗
移
植
え
る
よ
う
播
種
時
期
一
巻
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
一
薬
剤
は
マ
ラ
ソ
ン
剤
を
使
い
ま
一

一
度
か
か
っ
た
ら
治
ら
な
い
稲
一し
土
う
。
ま
た
苗
代
の
周
辺
に
ム
一

の
萎
縮
病
は
、

ツ
マ
グ
ロ

ヨ
コ
パ

一シ
口、

ワ
ラ
な
ど
で
高
さ
一

M
川一

イ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
ま
す
。
で

一以
上
の
陣
墜
ぞ
つ
く
る
と
大
変
効
一

す
か
ら
萎
縮
病
を
予
防
す
る
た
め
一果
的
で
す
。

農

事

メ

モ

海
上
保
安
本
部
(
門
司
市
西
海
一

教

育

の

窓

岸
通
り
)
へ
願
書
巻
提
出
す
る

一

と
と
。

一

盤

の

ひ

び

き

A
試
験

七
同
五
、

六
日

一
「
イ
ツ
テ
マ
イ
リ
マ
ス
」
川

ム
く
わ
し
い
こ
と
は
第
七
管
区
海
一

け
さ
も
元
気
な
声
で
、
学
校
へ

上
保
安
本
部
大
村
航
空
基
地

一
で
か
け
ま
し
た
。

(
願
書
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)
一
0

0

0

0

0

0

0

0

へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

一

「タ
ダ
イ
マ
川
一。」

(大
村
航
空
基
地
)

一

興
へ
も
ひ
び
ぐ
大
き
な
声
で、

一い
考
お
い
よ
く
か
え
っ
て
き
ま
し

パ

イ

ロ

ッ

ト

へ

の

道

一六一

う
れ
し
い
と
と
ア
す
。
そ
の
は

防
衛
庁
で
は
操
縦
学
生

(海
上
一ず
ん
だ
声
の
ひ
び
き
が。

航
空
}
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

わ
た
し
も
思
わ
ず
大
き
な
声
で

一

「イ
ッ
テ
イ
ラ
ッ
シ
ド
イ
。
一

ム
受
付

五
月
十
五
日
か
ら
六
月

一

「
オ
カ
エ
パ

ー
」

L

十
五
日
ま
で
自
衛
隊
長
崎
地
方
一

と
、
よ
ぴ
か
は
す
に
は
い
お

連
絡
部
へ

一ま
せ
ん
ω

ん
資
格

高
校
卒
業
者
f

ま
た
は
同
一

い
き
と
か
ヌ
り

ωあ
い
さ
つ
。

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
で
亡
元
気
の
な
い
と
き
は
ナ
ニ
か
あ
る

四
月
一
日
現
在
十
八
才
以
上
二
一な
と
心
配
に
な
り
ま
す
Q

声
は
乙

十
才
未
満
の
者

一ど
も
の
心
の
動
き
で
す
か
ら
“

ム
試
験

六
月
二
十
八
日
(
第

二

烹
た
、
せ
っ
か
く
の
あ
い
さ
つ

次
)
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
一に
、
う
け
と
た
え
の
な
い
の
は
さ

日
ま
で

(
第
ニ
次
)

一び
レ
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
物
足
り

一な
さ
亭
感
ず
る
ζ
と
と
思
い
ま

く
わ
し
い
と
と
は
長
崎
地
万
葉
子

。
わ
た
し
は
、

ど
ん
な
に
い
そ

部

(長
崎
市
立
山
町
)
へ
お
た
ず
一が
レ
く
て
も、

き
ゥ
と
一
乙
と
よ

ね
く
だ
さ
い
口

(市
民
課
)

一び
か
げ
て
や
る
の
で
す
。(市
教
委
)


